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仙
台
領
と
山
形
方
面
を
つ
な
ぐ
道
の
な
か
に
、

桑こ

折お
り

（
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
）
か
ら
奥
州
街

道
を
西
に
逸そ

れ
、
仙
台
領
の
小こ

坂さ
か

峠
・
金か

ね
や
ま山
峠

を
越
え
て
、
上か

み
の
や
ま山
（
山
形
県
上
山
市
）
へ
至
る

山や
ま
あ
い間
の
道
が
あ
り
ま
す
。

　

早
く
か
ら
地
域
の
重
要
な
幹
線
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
こ
の
道
は
、
江
戸
時
代
、
道

沿
い
に
七
つ
の
宿
場
（
上か

み

戸と

沢ざ
わ

・
下し

も

戸と

沢ざ
わ

・
渡わ

た
ら

瀬せ

・
関せ

き

・
滑な

め

津つ

・
峠と

う
げ

田だ

・
湯ゆ

の
は
ら原
）
が
開
か
れ
、「
七

ケ
宿
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

伊
達
氏
に
と
っ
て
は
、
古
く
か
ら
つ
な
が
り
の

深
い
道
で
、関
連
資
料
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

早
い
例
で
は
、
南
北
朝
時
代
の
康こ

う

暦り
ゃ
く

二
年

（
一
三
八
〇
）、
伊
達
郡
を
本
領
と
す
る
伊
達
氏
八

世
・
宗む

ね
と
お遠
が
、
置
賜
地
方
へ
進
出
を
は
か
る
際
、

桑
折
か
ら
こ
の
ル
ー
ト
を
進
軍
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
九
月
の
関
ケ
原

合
戦
で
は
、
徳
川
家
康
に
味
方
す
る
伊
達

氏
と
、
石
田
三
成
に
味
方
す
る
上
杉
氏
と
の

間
で
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

街
道
沿
い
の
湯
原
城
（
七
ヶ
宿
町
）
に
拠
点
を
置

く
上
杉
氏
に
対
し
、
一
七
世
・
政
宗
は
重
臣
の
茂も

庭に
わ

綱つ
な
も
と元
に
命
じ
て
、
こ
れ
を
攻
略
さ
せ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
街
道
が
軍
事
活
動
の
要
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
七
ケ
宿
街
道
は
、
経
済
を
支
え
る
道
と

し
て
も
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
、
七

ケ
宿
周
辺
を
治
め
た
重
臣
・
中
野
氏
へ
、
一
五
世
・

晴
宗
が
与
え
た
文
書
の
写
し
に
そ
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
遠
方
か
ら
関
（
七
ヶ
宿
町
）

へ
や
っ
て
来
た
商
人
が
、
七
ケ
宿
街
道
を
経
由
し

て
、
米
沢
（
山
形
県
米
沢
市
）
や
長
井
（
山
形

県
長
井
市
）
へ
も
出
か
け
た
と
あ
り
、
商
人
の

往
来
が
活
発
な
道
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

沿
線
で
は
、
通
行
量
の
増
加
に
対
応
し
て
、
伊

達
氏
の
支
配
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
天
正
一
九
年

（
一
五
九
一
）
七
月
、
葛
西
・
大
崎
一
揆
鎮
圧
の

た
め
、
政
宗
は
負
傷
し
た
家
臣
を
米
沢
へ
送
還

す
る
際
、
関
・
湯
原
や
新に

い

宿じ
ゅ
く

（
山
形
県
高
畠
町
）

の
各
宿
に
、
家
臣
の
移
送
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
直
後
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
国
替
え
の
う

わ
さ
で
米
沢
が
混
乱
に
陥
る
と
、
物
資
の
輸
送
を

「
新
宿・湯
原・下
関
」
経
由
に
限
ら
せ
る
な
ど（
写

真
）、政
宗
は
街
道
の
様
子
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
江
戸
時
代
の
七
ケ
宿
街
道
は
、
出
羽
の

大
名
に
よ
る
参
勤
交
代
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
い
例
で
は
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
四
月
、

江
戸
か
ら
帰
国
途
中
の
秋
田
藩
主
・
佐
竹
義よ

し
の
ぶ宣

が
、
桑
折
か
ら
楢な

ら

下げ

（
山
形
県
上
山
市
）
を
通
り
、

そ
の
途
中
で
「
ゆ（

湯
）の
原
に
て
御
昼
休
」
し
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
街
道
の
中
間
に
位
置
す
る
関
に
は
、

参
勤
交
代
の
大
名
が
宿
泊
す
る
本
陣
も
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
が
始
ま
っ
た
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
閏う

る
う

四
月
、
仙
台
・
米
沢
・
会
津
藩

の
家
老
が
こ
の
関
に
集
い
、
朝
廷
か
ら
追
討
令
を

受
け
た
会
津
藩
の
謝
罪
に
向
け
た
会
談
を
開
く

な
ど
、
藩
の
政
局
を
左
右
す
る
重
要
な
舞
台
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

七
ケ
宿
街
道
は
、
中
世
以
来
の
伊
達
氏
、
そ

し
て
仙
台
藩
の
歴
史
を
語
る
上
で
重
要
な
道
の
一

つ
だ
っ
た
の
で
す
。

第一回

資
料
で
旅
す
る
仙
台
藩
の「
道
」

資
料
で
旅
す
る
仙
台
藩
の「
道
」

七し
ち

ケか

宿し
ゅ
く

街
道

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
普
及
室
　
長
澤
　
伸
樹

第11回

（天正19年）7月7日付け
伊達盛重・伊達宗清宛て伊達政宗書状（仙台市博物館蔵）
傍線部に「新宿・湯原・下関」とある。

七
つ
の
宿
場
を
越
え
て

政
治
の
道

軍
事
・
経
済
の
道

▶お問い合わせ　〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉
　　　　　　　　TEL：022-225-3074／FAX：022-225-2558
　　　　　　　　8：30-17：15　※土・日・祝休日を除く ▶博物館ツイッター　　＠sendai_shihaku

▶博物館ホームページ 検 索仙台市博物館 ⬅

　市制100周年記念事業として編さんが行われた仙台
市史は、原始から平成元年に仙台が政令指定都市とな
るまでの事象をあつかい、最新の研究成果を盛り込ん
だ内容になっています。
　「通史編」9巻のほか、古代から現代までの歴史資料
で構成される「資料編」13巻、特定のテーマを詳しく掘
り下げた「特別編」9巻に、「年表・索引」1巻を加え、全
32巻が刊行されています。仙台市史を通して、仙台市の
歴史に思いをはせてみませんか。
　購入方法等は博物館HPをご覧ください。

仙台市史
仙台市博物館は、
　令和3年10月１日 から
　令和6年３月31日 (予定)まで
大規模改修工事のため休館いた
します。 ご不便をおかけいたしま
すが、ご理解・ご協力をお願いい
たします。

原始、古代中世、近世1～3、近代1・2、現代1・2
古代中世、近世1～3、近代現代1～4、仙台藩の文学
芸能、伊達政宗文書2～4（伊達政宗文書1は完売）
自然、美術工芸、市民生活、板碑、民俗、城館、慶長
遣欧使節、地域誌（考古資料は完売）

長期休館のお知らせ全32巻

通史編
資料編
　
特別編
　


